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鳥
海
山
を
源
に
石
沢
川
や
芋
川
な
ど
の 

支
流
を
集
め
て
日
本
海
に
注
ぐ
子
吉
川 

（
４
月
２７
日
、石
脇
公
園
か
ら
河
口
を
望
む
） 

小耳にはさんだ 
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人と自然が共生する  躍動と創造の都市 
ま　ち 

市の花　さくら 

市の木　ケヤキ 

市の鳥　キ　ジ 

面　積　1,209.04平方 

海　抜　最高 1,757　 
　　　　　 （鳥海山八号目付近） 

　　　　最低 　   0　 （日本海） 

市役所の位置　東経140度02分 

　　　　　　　北緯  39度23分 
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世
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世
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り
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り
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そ
す
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つ
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い
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だ
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い
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だ
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由
利
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利
本
荘
市
歌

訪れた選手たちの思い出にと製作に励む会員 

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています

国
体
選
手
に
記
念
品 

和
紙
絵
の
栞
　 

枚
を
贈
呈
す
る
計
画
で
丹
念
に 

２,３００ 

し
お
り 

細
や
か
な
手
作
業
で
丹
念
に 

▲
 

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
で
全
国
か
ら

由
利
本
荘
市
を
訪
れ
て
競
技
す
る

選
手
た
ち
。
凱
歌
を
上
げ
る
選
手

も
、
惜
敗
に
肩
を
落
と
す
選
手
に

も
、
鳥
海
山
の
裾
野
の
街
を
訪
れ

た
印
象
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

　
和
紙
絵
の
会
（
代
表 
小
川
栄
子

さ
ん
・
上
長
老
沼
）
が
そ
の
よ
う
な

思
い
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
選
手
た
ち
に
贈
呈
す
る
記
念

品
の
栞
作
り
の
活
動
を
始
め
た
の

が
昨
年
の
八
月
。
会
の
発
足
の
き

っ
か
け
は
本
荘
公
民
館
が
主
催
し

た
草
木
染
め
教
室
に
参
加
し
た
こ

と
で
し
た
。
陶
芸
や
刺
し
子
な
ど

の
サ
ー
ク
ル
仲
間
五
人
が
、
自
宅

や
定
期
的
に
公
民
館
な
ど
に
集
ま

り
、
染
色
し
た
何
種
類
も
の
和
紙

を
細
か
く
切
っ
て
台
紙
の
和
紙
に

貼
り
付
け
、
色
鮮
や
か
な
絵
柄
の

栞
作
り
を
始
め
ま
し
た
。 

　「
気
心
の
知
れ
た
者
同
士
が
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
ま

す
」と
話
す
小
川
さ
ん
に
「
夢
中
に

な
る
と
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
」
と
今
野
矩
子
さ
ん

（
田
尻
）や
工
藤
克
子
さ
ん（
赤
沼
）

が
笑
い
な
が
ら
相
づ
ち
。
こ
の
日

集
ま
っ
た
生
涯
学
習
活
動
仲
間
で

あ
る
七
島
喜
代
子
さ
ん（
赤
沼
下
）、

今
野
絢
子
さ
ん（
本
田
仲
）の
二
人

も
「
細
か
い
作
業
で
一
人
で
一
日

に
五
枚
ほ
ど
し
か
作
れ
ま
せ
ん
が
、

ひ
と
り
一
役
、
私
た
ち
も
国
体
に

参
加
し
て
楽
し
み
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
会
で
は
二
千
三
百
枚
を
作
っ
て
、

本
荘
地
域
の
競
技
会
場
で
競
技
す

る
選
手
た
ち
に
記
念
品
と
し
て
贈

呈
す
る
予
定
で
す
。 

▲色鮮やかな和紙絵の栞 

が
い 

か 

す
そ 

た 
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吉
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、

右
／
吉
沢
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七
十
七
十
二
歳
）。
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歳
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密
秘
密
“の
山
の
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で
採
っ
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も
の

で
採
っ
た
も
の
で
、
お
隣
の
黒
木
カ
ツ
さ

、
お
隣
の
黒
木
カ
ツ
さ

ん
（
六
十
七
歳

六
十
七
歳
）
の
手
を
借
り
て
、
丹
念
に
も
み
ほ
ぐ

の
手
を
借
り
て
、
丹
念
に
も
み
ほ
ぐ
し

て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。 

 

「
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ン
マ
イ
は
天
日
で
乾
か
し
良
く
も
む
の
が
コ
ツ
」

と
笑
顔
で
話
す
佐
藤
千
代
さ
ん
（
右
／
吉
沢
、
七
十
二
歳
）。

自
慢
の
ゼ
ン
マ
イ
は
夫
の
憲
一
郎
さ
ん
（
七
十
五
歳
）
が 

”秘
密
“の
山
で
採
っ
た
も
の
で
、
お
隣
の
黒
木
カ
ツ
さ

ん
（
六
十
七
歳
）
の
手
を
借
り
て
、
丹
念
に
も
み
ほ
ぐ
し

て
い
ま
し
た
。 
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写真：本荘工業団地への進出を決定し、握手する柳田市長と上釜健宏社長（右）�

　電子部品メーカー大手のＴＤＫ株式会社は３月２２日の取締役会で、
本市内の「本荘工業団地」の土地約２５万平方㍍を取得することを発表
しました。併せて、この団地に平成２０年春の操業を目指して新工場の
建設に着手、積層セラミックコンデンサーの新たな生産拠点を整備す
る考えも示されました。ＴＤＫの工業団地への進出は市の産業振興に
大きな弾みとなるものと、市は喜びと期待の声に包まれています。�
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春
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操
業
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ざ
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地域産業振興の大�きな弾みに�！�地域産業振興の大�きな弾みに�！�
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県営�



　
上
釜
社
長
が
柳
田
市
長
に
進
出
を
伝
え
る�

　
本
市
と
に
か
ほ
市
に
主
力
工
場
や
関
連
工
場

群
が
あ
り
、
地
元
企
業
と
し
て
か
か
わ
り
の
深

い
Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
県
営
本
荘
工
業
団
地
へ
の
進
出
を

決
定
。
上
釜
健
宏
社
長
が
柳
田
市
長
を
訪
れ
、

用
地
取
得
に
つ
い
て
県
と
詰
め
の
協
議
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
新
工
場
を

建
設
す
る
意
向
を
話
し
ま
し
た
。�

　
上
釜
社
長
は
「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
最
新
鋭
の
大
き
な

工
場
と
な
る
予
定
で
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

環
境
も
考
慮
し
た
新
工
場
で
早
く
操
業
し
た

い
」と
述
べ
、「
世
界
的
な
企
業
で
あ
る
Ｔ
Ｄ
Ｋ

が
来
て
い
た
だ
く
こ
と
は
何
年
来
の
願
い
で
し

た
。
念
願
の
出
来
事
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」

と
応
え
た
柳
田
市
長
と
固
く
握
手
を
交
わ
し
ま

し
た
。�

　
工
業
団
地
残
存
の
す
べ
て
の
用
地
を
取
得
へ 

　
万
願
寺
に
あ
る
本
荘
工
業
団
地
は
県
が
造
成

し
た
約
二
十
八
㌶
の
工
業
用
地
で
、
平
成
十
年

度
か
ら
分
譲
を
開
始
。
現
在
三
社
が
約
三
㌶
の

用
地
を
取
得
し
て
操
業
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｄ
Ｋ

が
残
存
す
る
約
二
十
五
㌶
の
す
べ
て
の
用
地
を

取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
工
業
団
地
全
体
へ
の

企
業
進
出
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
取
得
す
る
用
地
は
、
現
在
に
か
ほ

市
に
あ
る
四
工
場
の
敷
地
面
積
を
上
回
り
、
Ｔ

Ｄ
Ｋ
と
し
て
は
国
内
最
大
規
模
。
こ
こ
に
県
内

五
番
目
の
直
轄
の
新
工
場
が
建
設
さ
れ
ま
す
。�

　
新
工
場
の
操
業
は
平
成
　
年
の
春
を
予
定�

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
新
工
場
は
生
産
規
模
や
雇
用
人
数

は
未
定
で
す
が
、
今
年
の
夏
に
は
建
設
に
着
手

し
、
平
成
二
十
年
の
春
に
操
業
を
始
め
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
本
荘
工
業
団
地
は
、
本
年
度
開
通
す

る
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
（
仮
称
）
本

荘
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
車
で
約
三
分
と
近
く
、

秋
田
空
港
ま
で
は
約
四
十
分
で
到
着
。
物
流
の

ア
ク
セ
ス
も
大
き
く
向
上
す
る
た
め
、
県
内
の

Ｔ
Ｄ
Ｋ
工
場
の
マ
ザ
ー
工
場
的
な
規
模
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
製
造

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
、
好
調
な
デ
ジ
タ
ル
家
電
や
通
信

機
器
の
電
子
部
品
で
世
界
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め

て
お
り
、
新
工
場
で
は
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
に
欠
か
せ
な
い
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン

デ
ン
サ
ー
の
生
産
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は

主
に
、
に
か
ほ
市
の
秋
田
工
場
で
生
産
し
て
お

り
、
シ
ェ
ア
は
約
　
％
で
生
産
額
は
世
界
第
二

位
。
世
界
的
に
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
さ
ら
な
る
増
産
が
必
要
と
し
て
新
工

場
の
建
設
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。�

　
雇
用
の
創
出
な
ど
に
広
が
る
大
き
な
期
待�

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
と
子
会
社
な
ど
の
関
連
企
業
で
働
く

県
内
の
従
業
員
は
約
四
千
人
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
大
半
は
本
市
と
に
か
ほ
市
で
占
め

ら
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
名
実
共
に
地
元
企
業

と
し
て
、
雇
用
の
創
出
や
地
域
産
業
の
振
興
に

寄
与
し
て
い
る
大
黒
柱
的
な
企
業
で
す
。�

　
世
界
規
模
で
成
長
を
続
け
る
Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
本
荘

工
業
団
地
へ
の
進
出
を
決
定
し
、
新
工
場
を
建

設
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
と
も

に
、
人
材
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
に
活

力
を
産
み
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
つ
な
が
る

な
ど
、
計
り
知
れ
な
い
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
、

市
民
が
待
ち
望
ん
だ
朗
報
で
す
。�
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市
長�

Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
本
荘
工
業
団
地
へ
の
進
出
に
か
か
る
柳
田
市
長
の
コ
メ
ン
ト�

　TDKが本荘工業団地への進出を発表�！�

　誕生３年目を迎えた由利本荘市にとって、
ＴＤＫが本荘工業団地に新工場を建設される
ことは画期的なことであり、本当に喜ばしい
ことです。�
　ＴＤＫは創業時から本荘由利地域にとって
最も馴染みが深く誇りに思っている世界的企
業です。これまで、雇用や地域産業の振興に
大きな貢献をいただいており、昨年は創業７０
周年記念として、松くい虫被害から松林を再
生する「ゆり海岸林再生プロジェクト」への
資金援助をしていただくとともに、水源の森
の植樹や芸術・文化活動にも多くのご理解と
ご協力をいただきました。また、昨年の都市
対抗野球大会では全国優勝を遂げられるなど、
まさに地域の活性化に弾みをつけていただい
たところです。�
　人口減少や少子高齢化など本市においても
大きな課題ですが、世界のＴＤＫの本荘�
工業団地への進出を夢見ていた市民に�
とって、子に孫にわたって歓迎すべ�
き快挙として、心から一日も早い建設�
をお待ち申し上げます。�

な    じ�

日本海沿岸東北自動車道ＩＣへ�
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※マザー工場……「生産技術の発信基地」としての工場�
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ま
た
、
今
年
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
（
日
本
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
）に
昇
格
し
た「
サ
ッ
カ
ー
部
」

は
、
仁
賀
保
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
の
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の

応
援
を
受
け
て
熱
戦
を
展
開
中
。
秋
田
わ
か

杉
国
体
で
の
優
勝
を
目
指
し
て
日
々
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
る
「
女
子
九
人
制
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
」
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
、
軽
音
楽
部
、
茶
道
部
な
ど
が

和
や
か
に
活
動
し
て
い
ま
す
。�

�

　
歩
み
が
分
か
る「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
歴
史
館
」�

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
、
会
社
設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
写
真
や
製
品
の
展
示
な
ど
を
通
し
て

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
十
七
年
に

「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
歴
史
館
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
創
業
七
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
に
か
ほ
市
の
平
沢
工
場
敷
地
内
に
建
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
館
内
で
は
「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
何
を
創
っ
た

か
？
」
を
共
通
展
示
テ
ー
マ
と
し
、
企
業
紹

介
や
創
業
者
コ
ー
ナ
ー
、
歴
史
年
表
、
各
製

品
分
野
別
の
専
門
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

映
像
資
料
を
視
聴
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
も

配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
訪
れ
れ
ば
Ｔ
Ｄ

Ｋ
の
歩
み
は
一
目
瞭
然
。
今
な
ら
、
昨
年
の

都
市
対
抗
野
球
大
会
で
獲
得
し
た
優
勝
旗
も

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
入
館
無
料
。
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
Ｔ
Ｄ

Ｋ
休
業
日
は
休
館
。
詳
し
く
は
Ｔ
Ｄ
Ｋ
歴
史

館
受
付
ま
で
。
（
　
　
―
６
５
８
０
） �

�
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多
様
な「
地
域
貢
献
活
動
」展
開�

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
は
地
域
社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。�

◆
科
学
技
術
の
振
興
　
「（
財
）齋
藤
憲
三

顕
彰
会
」
で
は
県
内
の
科
学
技
術
の
振
興

を
図
る
た
め
、
小
・
中
・
高
校
へ
の
助
成
、

産
学
官
の
連
携
交
流
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。�

◆
環
境
管
理
活
動
　
鳥
海
山
へ
ブ
ナ
を
植

え
る
会
に
よ
る
「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
森
」
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
植
樹
会
」
、
九
十
九
島
の
松
を

守
る
会
に
よ
る
管
理
作
業
、
道
の
日
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
活
動
な
ど
を
実
施
。
ま
た
地
域
の
小

学
校
で
の
「
環
境
教
育
」
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。�

��

　
全
国
を
舞
台
に
大
き
な
活
躍�

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
で
は
親
和
会
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
昨
年
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
は
、

硬
式
野
球
部
が
東
北
勢
と
し
て
初
優
勝
を

飾
り
、
地
域
に
大
き
な
感
動
と
喜
び
を
も

た
ら
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。�

つ
く�

３５�

電
子
工
学
の
発
達
支
え
、�

地
域
で
多
様
な
活
動
展
開�

の
歩
み�

昭和10年　フェライトコアの生産を目的に、東京市�

　　　　　芝区田村町に東京電気化学工業株式会社�

　　　　　を設立。�

昭和15年　平沢町（現にかほ市）に平沢分工場新設。�

昭和26年　平沢工場でセラミックコンデンサの生産�

　　　　　開始。�

昭和28年　磁気録音テープ「シンクロテープ」発売。�

昭和34年　米国ロサンゼルスに駐在員事務所開設。�

　　　　　株式を東京証券取引所店頭市場に公開。�

昭和36年　株式を東京証券取引所第一部へ上場。�

昭和40年　米国ニューヨークに現地法人設立。�

昭和41年　「シンクロカセットテープ」発売。�

昭和45年　仁賀保町に鳥海工場新設。�

昭和53年　本社を東京都中央区日本橋に移転。ＶＨＳ�

　　　　　方式ビデオカセットテープ発売。�

昭和57年　ニューヨーク証券取引所に上場。�

昭和58年　社名をＴＤＫ株式会社に変更。�

昭和60年　科学万博つくば’85にパビリオン出展。�

平成元年　マレーシア、ルクセンブルクに現地法人設�

　　　　　立。�

平成３年　タイに現地法人設立。�

平成４年　中国・大連に工場新設。コンパクトディス�

　　　　　クCD-R、ミニディスクを発売。�

平成６年　中国・アモイに現地法人設立。�

平成７年　ハンガリーに工場新設。�

平成９年　フィリピンに工場新設。�

平成11年　アイルランドに移動体通信用高周波部品・�

　　　　　モジュールの研究開発拠点設立。�

平成13年　米国に研究開発拠点TDK R＆ＤCorporation�

　　　　　を設置。国内にＴＤＫマーケティング㈱設立。�

平成14年　社外取締役・執行役員制度を導入。�

平成17年　にかほ市にＴＤＫ歴史館設立。�

□商号　TDK株式会社（英文商号  TDK  Corporation）�

□本社　東京都中央区日本橋１－１３－１�

□資本金　３２,６４１,９７６,３１２円（２００６年９月末日）�

□株主数　２１,３３２人（２００６年９月末日）�

□従業員数　単独６,００６人  連結５３,９２３人（２００６年３月末日）�

□売上高　連結７,９５１億円、単独３,３４８億円（２００６年３月期）�

□純利益　連結４４１億円、単独３０８億円（２００６年３月期）�

□上場証券取引所　東京証券取引所、ニューヨーク証券

　取引所、ロンドン証券取引所�

□会社格付　Ａ１（ムーディーズ）、ＡＡ－（スタンダード＆ブアーズ）�

　　　　　　　　　　　　　　　（２００６年３月末日）�

◆企業情報（概況）�

TDK株式会社の歩み（抜粋）�

　冨樫さんは昭和５４年�
から平成１１年まで連続５期２０年にわたり旧本
荘市議会議員を務められ、地方自治の発展に
尽力されました。この間、平成元年から同３
年まで議長を務められたほか、議会選出の農
業委員や監査委員を歴任されました。�
写真：「受章は皆さんのおかげです。国立療養所と由利組合総合病院、
二つの移転へのかかわりが忘れられません」と話す冨樫さん��

旭日双光章�
地方自治功労�

冨樫欣一さん�
（74歳・薬師堂）�

　加藤さんは昭和４０年�
４月に保護司になられ、平成１８年１２月まで保護
観察対象者の改善・指導などの更生保護活動に
務められるとともに、地域の犯罪予防活動に積
極的に取り組み、犯罪のない明るい社会の構築
に尽力されました。�
写真：「身に余る光栄です。保護観察所の方々や保護司の先輩たちの
ご指導のたまものだと思っています」と話す加藤さん�

瑞宝双光章�
更生保護功労�

加藤純治さん�
（77歳・中俣）�

　小松さんは旧東由利�
町建設課長、主幹などを歴任ののち、平成３年
９月に同町助役となられ、１３年間にわたり町政
の推進と地方自治の発展に尽力されるとともに、
合併協議の着実な進展による由利本荘市の誕生
に大きく寄与されました。�
写真：「皆さんのご協力、ご指導に感謝申し上げます。市町合併では
大きな経験をさせていただきました」と話す小松さん�

瑞宝双光章�
地方自治功労�

小松久男さん�
（74歳・東由利法内）�

　植村さんは昭和４５年�
４月に矢島地区消防組合消防士となられ、平成
６年４月由利分署長、同７年４月消防本部消防
司令長、予防・警防課長を務められ、通算２８年余
にわたり地域の消防・防災活動に尽力されました。�
写真：「とてもありがたく思っています。地域のため、今後も防火指
導に協力させていただきます」と話す植村さん�

瑞宝単光章�
消防功労�

植村　忠さん�
（69歳・前郷）�

平
成
　
年�
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　TDKが本荘工業団地への進出を発表�！�
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岩
城
地
域
の
特
産
品
・
天
鷺
ワ
イ

ン
に
よ
る
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
。
岩

城
地
域
出
身
の
民
謡
歌
手
・
佐
藤

ひ
ふ
み
さ
ん
の
歌
や
、
参
加
者
に

よ
る
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
会

場
で
行
わ
れ
た
特
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
も
、
懐
か
し
い
「
お
ひ
な

餅
」
や
山
菜
な
ど
が
瞬
く
間
に
完

売
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ふ
る
さ
と
な
ま
り

で
語
り
合
い
な
が
ら
、
懐
か
し
い

顔
ぶ
れ
と
の
再
会
の
ひ
と
時
を
思

い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。

▲

関
係
者
に
よ
る

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

「ワイングラス」
の形状をした

道川漁港

▲

　

市
消
防
本
部
は
四
月
二
十
三
日
、

本
荘
地
域
松
ヶ
崎
地
区
の
田
口
博

さ
ん
（
六
十
八
歳
）、
菅
野
一
美

さ
ん
（
四
十
歳
）、
佐
々
木
真
里

子
さ
ん
（
四
十
三
歳
）
の
三
人
に

対
し
、
消
防
協
力
者
と
し
て
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

三
人
の
方
々
は
、
四
月
七
日
に

同
地
区
で
発
生
し
た
火
災
に
お
い

て
、
消
防
署
へ
の
通
報
や
バ
ケ
ツ

で
の
消
火
活
動
な
ど
を
迅
速
に
行

い
、
同
火
災
の
初
期
消
火
に
積
極

的
に
協
力
し
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
る

田
口
さ
ん

裕
を
感
じ
さ
せ
る
場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

署
員
か
ら
の
防
火
や
救
急
に
つ

い
て
の
説
明
な
ど
に
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、

最
後
に
風
船
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
う
と
、
真
剣
だ
っ
た
表
情

を
緩
め
、
充
実
し
た
体
験
を
物
語

る
子
ど
も
ら
し
い
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
か
ら
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
道
川

漁
港
が
こ
の
ほ
ど
開
港
を
迎
え
、
四
月
二
十
七
日
、
現
地
で
安
全
操
業
祈

願
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

道
川
漁
港
は
沖
合
い
に
島
状
の
港
を
造
り
、
陸
地
と
連
絡
橋
で
結
ぶ
、

本
州
で
は
初
め
て
の
「
島
式
漁
港
」
で
す
。
式
典
で
は
、
秋
田
県
漁
業
協

同
組
合
の
杉
本
八
十
治
代
表
理
事
組
合
長
が
、「
道
川
漁
港
の
開
港
を
長

年
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。
県
民
の
ふ
れ
あ
い
漁
港
と
し
て
広
く
親
し
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

道
川
漁
港
は
今
後
、
安
全
確
保
の
た
め
の
北
防
波
堤
の
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
完
成
後
は
、
地
域
の
漁
業
振
興
が
一
層
図
ら
れ
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ほ
ん
じ
ょ
う
な
ど
と
連
携
し
た
市
の
沿

岸
観
光
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
秋
田
大
黒
舞
」
に
合
わ
せ
て
踊

り
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た

気
分
は
す
っ
か
り
消
防
士

はしご車、ちょっとドキドキするなぁ

　

消
防
と
チ
ビ
ッ
コ
た
ち
と
の

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
こ
ど
も
の

日
の
五
月
五
日
、
本
荘
消
防
署
庁

舎
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
あ
こ
が

れ
の
消
防
士
の
制
服
・
防
火

服
を
身
に
着
け
て
の
記
念
撮

影
や
、
消
防
・
救
急
車
両
へ
の
乗

車
、
小
型
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
の

ほ
か
、
地
上
十
六�
ま
で
上
昇
す

る
は
し
ご
車
へ
の
搭
乗
な
ど
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
興

味
津
々
。
は
し
ご
車
へ
の
搭
乗
体

験
で
は
、
始
め
は
怖
が
っ
て
手
す

り
に
つ
か
ま
っ
て
い
て
も
、
慣
れ

る
と
下
に
向
け
て
手
を
振
る
な
ど
、

周
り
の
大
人
の
心
配
を
よ
そ
に
余

８平成１９年５月１５日号　　広報ゆりほんじょう

　

関
東
地
方
に
住
む
岩
城
地
域
出

身
者
の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る
「
ふ

る
さ
と
岩
城
会
」（
岩
城
祐
子
会

長
・
会
員
三
百
六
十
二
人
）
の
第

二
十
一
回
総
会
が
四
月
二
十
二
日
、

東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
会
員
八
十

九
人
を
含
む
百
六
人
が
出
席
し
て
、

ふ
る
さ
と
の
昔
話
な
ど
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
は
じ
め
に
岩
城
会

長
が
「
会
員
も
老
齢
化
な
ど
に
よ

笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
会
場

り
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
中
、
総

会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ふ

る
さ
と
岩
城
会
を
応
援
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
決
算
報
告

な
ど
が
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
後
、
市
歌
の
流
れ
る
中
、
市
の

担
当
者
が
こ
の
一
年
の
市
勢
や
主

要
事
業
な
ど
を
映
像
を
交
え
て
紹

介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
は
、

成
十
八
年
度
）
を
数
え
ま
す
。

　

同
図
書
館
で
は
「
手
作
り
絵
本

展
」
や
「
子
ど
も
読
書
の
つ
ど

い
」、
絵
本
を
題
材
に
し
た
工
作

な
ど
を
行
う
「
親
子
読
書
教
室
」

の
ほ
か
、
お
話
し
劇
場
、
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
、
校
外

学
習
保
育
対
応
事
業
（
読
み
聞
か

せ
）
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
が
本

や
読
書
に
親
し
め
る
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
は
「
こ
の
機
会
に
一
層

の
読
書
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

由
利
、
岩
城
の
図
書
館
や
地
域
の

図
書
コ
ー
ナ
ー
も
利
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

本
荘
図
書
館
が
、
本
年
度
の
子

ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書

館
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
同
図
書
館
が
学
校

や
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
、
子
ど

も
の
読
書
機
会
の
確
保
や
環
境
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

明
治
三
十
六
年
に
創
設
さ
れ
た

本
荘
図
書
館
に
は
百
四
年
の
歴
史

が
あ
り
、
現
在
の
建
物
は
昭
和
四

十
七
年
建
設
。
児
童
閲
覧
室
が
一

階
、
一
般
閲
覧
室
が
二
階
に
あ
り
、

児
童
へ
の
読
書
サ
ー
ビ
ス
を
独
立

し
た
環
境
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

蔵
書
数
は
約
十
万
二
千
冊
で
、
う

ち　
�
が
児
童
向
け
図
書
。
年
間

２５
の
入
館
者
数
は
五
万
六
千
人
（
平

て
い
ま
す
」
と
市
政
運
営
に
触
れ

な
が
ら
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
で
き
る
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
地
域
が
一
体
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

行
政
協
力
員
の
方
々
に
は
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
、
市
政
の
推
進
に

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

行
政
協
力
員
会
議
は
こ
の
後
、

今
月
二
十
四
日
に
鳥
海
、
三
十
日

に
本
荘
で
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
三

十
一
日
に
は
西
目
地
域
の
定
例
連

絡
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
行
政
協
力
員
会
議
が

四
月
二
十
日
に
大
内
地
域
で
、
同

月
二
十
三
日
に
矢
島
地
域
、
二
十

六
日
に
岩
城
地
域
、
二
十
七
日
に

東
由
利
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
行
政
協
力
員
の

方
に
新
年
度
の
事
業
や
市
政
の
取

り
組
み
な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
発
展
の
た
め
、
引
き

続
き
ご
協
力
を
願
う
趣
旨
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
新
し
く
行
政
協
力
員

と
な
ら
れ
た
方
に
委
嘱
状
を
交
付
。

柳
田
市
長
は
「
日
夜
、
行
政
協
力

員
の
皆
さ
ま
に
ご
努
力
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
合
併
し
て
三
年
目
に

入
り
、
い
よ
い
よ
合
併
の
姿
が
見

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
戸

惑
い
の
残
っ
て
い
る
点
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
市
の
一
体
感
を

出
す
た
め
に
何
が
大
事
な
の
か
、

市
総
合
発
展
計
画
に
基
づ
き
、
諸

施
策
を
展
開
中
で
す
。
今
年
は
国

体
に
合
わ
せ
、
高
速
道
路
が
仁
賀

保
地
域
ま
で
開
通
し
ま
す
。
地
域

の
大
き
な
発
展
が
期
待
で
き
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
企
業
誘
致
や
観
光

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

４月２６日、岩城地域で

ボランティア団体による読み聞かせ活動が盛んに行われています
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芸
術
文
化
の
各
分
野
で
活
躍
し
、
文
化
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
た
た
え
る
市
芸
術
文
化

協
会
連
合
会
（
岡
田
邦
雄
会
長
）
の
第
一
回
表

彰
式
が
四
月
二
十
五
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
芸
術
文
化
賞
が
武

田
瑠
美
子
さ
ん
（　

歳
・
巣
組
・
木
内
音
楽
賞

７０

を
受
賞
）、
木
原
信
一
さ
ん
（　

歳
・
高
尾
・

８０

秋
田
書
道
展
で
推
薦
）、
村
山�
子
さ
ん
（　
６７

歳
・
西
目
町
西
目
・「
秋
田
の
文
芸
」
短
歌
部

門
で
推
薦
）
の
三
人
。
芸
術
文
化
功
労
賞
が
井

出
澄
子
さ
ん
（　

歳
・
桜
小
路
・
茶
道
）、
北

７７

島
保
雄
さ
ん
（　

歳
・
矢
島
町
城
内
・
俳
句
）、

７８

長
谷
部
廣
さ
ん
（　

歳
・
岩
城
内
道
川
・
俳
句
）、

７１

　

道
の
駅
「
に
し
め
」
と
隣
接
す
る
、
四

�
の
菜
の
花
畑
で
五
月
三
日
、
菜
の
花
畑

の
大
迷
路
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
大
抽
選
会

な
ど
「
桜
・
菜
の
花
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

（
写
真
）

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
菜
の
花
畑
の
中
に

設
置
さ
れ
た
四
カ
所
の
ポ
イ
ン
ト
を
巡
る

も
の
で
、
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
が
「
あ

れ
？
行
き
止
ま
り
だ
」、「
こ
こ
に
あ
っ

た�
」
な
ど
、
大
き
な
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
ス
タ
ン
プ
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
二

つ
以
上
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
賞
品

総
数
二
百
五
十
点
と
い
う
大
抽
選
会
に
参

加
で
き
、
賞
品
を
当
て
た
子
ど
も
た
ち
は

み
ん
な
大
は
し
ゃ
ぎ　�
　

。

　

鮮
や
か
に
広
が
る
菜
の
花
畑
に
、
訪
れ

た
多
く
の
市
民
や
観
光
客
は
満
足
げ
な
表

情
を
浮
か
べ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

一
日
を
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
・
ア
ン
ド
Ｋ
Ｏ

第
三
回
全
日
本
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会
が
四

月
十
四
、
十
五
日
に
国
立
代
々
木
競
技

場
第
二
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
本
荘
北

中
一
年
の
佐
藤
歩
実
さ
ん
（
石
脇
）
が

六
年
女
子
の
部
で
優
勝
、
本
荘
東
中
二

年
の
佐
々
木
将
君
（
中
梵
天
）
が
中
学

校
重
量
級
一
〜
三
年
の
部
で
第
三
位
に

入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
十
五
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
武
術
太
極
拳
大

会
が
四
月
七
、
八
日
に
愛
知
県
武
道
館

で
開
か
れ
、
本
荘
南
中
二
年
の
能
勢
皓

次
君
（
東
町
）
が　

式
太
極
拳
と
い
う

２４

種
目
で
第
一
位
に
輝
き
、
日
本
代
表
と

し
て
第
四
回
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
武
術
選

手
権
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

授
賞
さ
れ
た
九
人
の
皆
さ
ん

三
條
喜
芳
さ
ん
（　

歳
・
前
郷
・
水
墨
画
）、

８０

小
松
幸
子
さ
ん
（　

歳
・
東
由
利
老
方
・
陶
芸
）、

８１

村
上
重
太
郎
さ
ん
（　

歳
・
鳥
海
町
上
川
内
・

８１

地
域
文
化
振
興
）
の
六
人
。

　

岡
田
会
長
は
「
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
文
化

の
発
展
と
芸
文
協
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と

に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
連
合
会
は

二
百
二
十
団
体
、
会
員
四
千
人
を
数
え
ま
す
。

今
後
も
人
と
人
と
の
交
流
を
図
り
感
動
を
共
有

す
る
中
で
、
心
豊
か
な
郷
土
の
創
造
に
努
め
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
受
賞
者
と
会
員
た
ち
が
懇
談
。

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
懸
け
る
思
い
な
ど
を
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　能勢君 　佐々木君と佐藤さん

１０平成１９年５月１５日号　　広報ゆりほんじょう

　

旧
本
荘
、
亀
田
、
矢
島
の
各
藩

の
三
方
の
境
界
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
呼
称
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
る

三
ツ
方
森
で
四
月
二
十
九
日
、
三

百
年
の
伝
統
を
誇
る
山
焼
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

（
写
真
）

　

市
の
観
光
シ
ン
ボ
ル
、
鳥
海
山

（
二
、
二
三
六
㍍
）
の
矢
島
口
山

開
き
が
四
月
二
十
七
日
、
同
登
山

ル
ー
ト
五
合
目
の
祓
川
ヒ
ュ
ッ
テ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
）

（
写
真
）

　

曇
り
空
の
こ
の
日
は
、
激
し
い

風
で
、
立
っ
て
い
る
の
も
や
っ
と

の
状
態
。
例
年
に
比
べ
雪
は
少
な

い
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
厳

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
気
で
山
頂
は
望

め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
日
を

心
待
ち
に
し
た
多
く
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
や
登
山
客
は
、
思
い
思
い
に

春
の
訪
れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

山
焼
き
は
、
山
の
枯
れ
草
を
焼

く
こ
と
で
灰
が
肥
料
と
な
り
、
新

芽
が
豊
か
に
な
る
と
と
も
に
害
虫

の
卵
の
駆
除
に
も
な
り
ま
す
。
今

年
も
、
こ
の
伝
統
行
事
を
残
そ
う

と
結
成
さ
れ
た
「
三
ツ
方
森
の
山

焼
き
を
残
す
会
」
の
会
員
な
ど
二

十
五
人
が
参
加
し
、
打
ち
合
わ
せ

の
後
、
午
前
九
時
ご
ろ
か
ら
火
入

れ
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
途
中

か
ら
県
立
大
学
の
学
生
も
加
わ
っ

て
午
後
三
時
に
は
作
業
を
終
了
。

青
空
の
下
、
黒
々
し
た
焼
き
跡
の

残
る
山
肌
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

十
九
回
目
と
な
る
天
鷺
春
ま
つ

り
が
五
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
、

天
鷺
遊
園
や
史
跡
保
存
伝
承
の
里

「
天
鷺
村
」
で
行
わ
れ
、
県
内
外

か
ら
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。（
写
真
）

（
写
真
）

　

お
屋
敷
に
忍
び
込
ん
だ
よ
う
な

気
分
が
味
わ
え
る
忍
者
迷
路
や
、

空
中
散
歩
が
楽
し
め
る
ス
カ
イ
サ

イ
ク
ル
、
ス
カ
イ
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
乗
り
物
が
い
っ

ぱ
い
の
天
鷺
遊
園
で
は
、
こ
の
ほ

ど
施
設
内
に
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
を
新

設
。
赤
ち
ゃ
ん
の
オ
ム
ツ
替
え
な

ど
の
際
に
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　
　

「
天
鷺
村
」
で
は
的
当
て
大
会

が
行
わ
れ
、
む
か
し
屋
台
も
登
場
。

施
設
内
で
行
わ
れ
る
「
ぜ
ん
ま
い

織
り
」
の
伝
統
の
技
に
見
入
っ
た

り
、
う
ち
わ
も
ち
な
ど
懐
か
し
い

お
や
つ
を
買
い
求
め
た
り
す
る
姿

が
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

や
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
吉
川
市
民
会
議
が
主
催
す
る
子
吉
川
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
四
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
、

中
学
生
や
国
体
関
係
者
な
ど
約
三
百
人
が
参

加
し
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。（
写
真
）

（
写
真
）

　

当
日
は
友
水
公
園
、
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
、

由
利
橋
下
河
川
敷
の
三
カ
所
で
ご
み
拾
い
な

ど
を
実
施
。
行
事
が
定
着
し
、
年
々
ご
み
は

減
る
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
日
も
約

十
二�
の
ご
み
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
吉
川
は
、
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
カ
ヌ
ー

競
技
会
場
。
市
民
会
議
で
は
「
こ
れ
か
ら
花

壇
に
花
を
植
え
、
国
体
直
前
の
九
月
に
は
再

び
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
、
花
い
っ
ぱ
い

の
き
れ
い
な
子
吉
川
に
選
手
や
お
客
さ
ん
を

お
迎
え
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



　市では、市の財政事情を知っていただくた

め、関係条例に基づき財政状況を年２回公表

しています。このほど、平成18年度予算の３

月31日現在の執行状況がまとまりましたので、

その概要をお知らせします。

　一般会計では、歳入が予算に対して71.1％

の380億9,068万円が収入済み。歳出は76.8％

の410億9,349万6千円が支出されています。

　また、特定の事業や特定の資金を運用・管理

するために設置している特別会計では、歳入

が予算に対して72.1％の収入率で、歳出が83.8

％の執行率となっています。

　なお、平成18年度予算は5月31日までが出

納整理期間ですので、各会計ともこの期間の

収支を加えて最終決算となります。

　市では、市の財政事情を知っていただくた

め、関係条例に基づき財政状況を年２回公表

しています。このほど、平成18年度予算の３

月31日現在の執行状況がまとまりましたので、

その概要をお知らせします。

　一般会計では、歳入が予算に対して71.1％

の380億9,068万円が収入済み。歳出は76.8％

の410億9,349万6千円が支出されています。

　また、特定の事業や特定の資金を運用・管理

するために設置している特別会計では、歳入

が予算に対して72.1％の収入率で、歳出が83.8

％の執行率となっています。

　なお、平成18年度予算は5月31日までが出

納整理期間ですので、各会計ともこの期間の

収支を加えて最終決算となります。

（市で借りているお金）

一般会計市債の状況一般会計市債の状況

借入先

一般会計予算の執行状況一般会計予算の執行状況

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況

市税の状況市税の状況

目的別

歳 入
535億3,686万3千円
予算額

380億9,068万円
収入済み額

71.1％
収入率

＊平成18年度の市債は、大部分が出納整理期間の借入れ
　となります。

普通債

［計 680億4,997万4千円］

［計 680億4,997万4千円］

556億249万9千円

災害復旧債 6億5,443万4千円

臨時財政対策債 90億9,453万7千円

減税補てん債 19億3,694万6千円

その他 7億6,155万8千円

人口  89,276人、世帯  29,845世帯

（平成19年３月31日現在  住民基本台帳から）

単位：千円

国民健康保険

老 人 保 健

休日応急診療所

情報センター

地 域 情 報 化

奨 学 資 金

介護サービス

下 水 道

集 落 排 水

簡 易 水 道

休養宿泊施設

ス キ ー 場

財 産 区

計

9,028,345

10,208,474

11,158

285,570

107,227

95,481

774,481

4,025,668

2,561,877

1,628,440

200,584

859,451

2,308

29,789,064

8,272,700

9,772,822

10,731

85,519

97,062

98,234

679,641

894,760

752,246

498,255

200,116

106,456

2,347

21,470,889

7,661,037

9,501,066

9,888

123,232

93,303

94,199

629,715

2,775,736

2,184,494

885,577

182,180

833,416

2,015

24,975,858

91.6

95.7

96.2

29.9

90.5

102.9

87.8

22.2

29.4

30.6

99.8

12.4

101.7

72.1

84.9

93.1

88.6

43.2

87.0

98.7

81.3

69.0

85.3

54.4

90.8

97.0

87.3

83.8

会　計　別 予算現額 収入済み額 支出済み額収入率（％） 執行率（％）

科　目 収入済み額 １人あたり １世帯あたり

普
　
　
通
　
　
税 

目 

的 

税 

市 民 税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

鉱 産 税

入 湯 税

都市計画税

計

7,920万7千円

167万7千円

6,604万9千円

2,209万5千円

3,431万4千円

329万1千円

1,775万0千円

2,438万3千円

26億

37億

1億

5億

1億

1億

73億

30,011円

41,463円

1,860円

5,848円

384円

1,157円

1,319円

80,042円

89,771円

124,030円

5,564円

17,493円

1,150円

3,461円

3,945円

245,414円

１３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ １２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ ５ １５ 

予算額 収入済み額 収入率 項目 

歳 出
535億3,686万3千円
予算額

410億9,349万6千円
支出済み額

76.8％
執行率

予算額 支出済み額 執行率 項目 

民 生 費

総 務 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

農林水産業費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

財務省から

318億378万円

総務省から

125億3,078万6千円

銀行などから

113億3,123万5千円

公庫から

100億2,348万8千円

その他から
（秋田県など）

23億6,068万5千円23億6,068万5千円

平成18年度にクワッドリフトが新設された鳥海高原矢島スキー場

1,840万2千円

7,686万3千円

6,287万4千円

7,171万8千円

5,428万2千円

7,682万8千円

7,184万5千円

8,801万5千円

6,300万7千円

5,302万9千円

95億

94億

83億

79億

63億

41億

29億

18億

13億

14億

8,282万5千円

412万9千円

789万5千円

300万1千円

1,269万2千円

4,447万3千円

2,688万6千円

1,716万0千円

9,158万1千円

285万4千円

93億

56億

49億

71億

44億

29億

26億

18億

12億

10億

地 方 交 付 税

市 債

市 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

使用料・手数料

諸 収 入

分担金・負担金

そ の 他

9,920万6千円

6,100万0千円

4,455万2千円

4,651万4千円

7,383万3千円

2,264万3千円

2,920万5千円

617万1千円

3,072万6千円

2,301万3千円

185億

100億

76億

59億

38億

7億

9億

8億

3億

46億

9,920万6千円

5,700万0千円

2,438万3千円

7,050万3千円

816万0千円

8,310万7千円

4,894万2千円

8,718万9千円

9,480万7千円

1,738万3千円

185億

8億

73億

20億

22億

5億

8億

6億

2億

46億

100.0％

8.5％

95.8％

34.8％

57.0％

80.7％

91.4％

85.2％

89.1％

99.9％

98.6％

59.1％

58.7％

89.1％

69.4％

70.5％

88.4％

96.2％

94.8％

69.0％



１５

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
国
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん

と
関
係
行
政
と
の
間
に
立
っ
て
、

そ
の
解
決
を
図
る
、「
行
政
と
住
民

の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。

　

由
利
本
荘
市
を
担
当
す
る
行
政

相
談
委
員
と
し
て
平
成　

年
４
月

１９

１
日
付
け
で
次
の
方
が
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員

本
荘
地
域
・
鈴
木
和
嘉
さ
ん

（�
　
　�
　

３
７
６
６
）

２３

本
荘
地
域
・
鈴
木
修
子
さ
ん

（�
　
　�
　

５
３
４
４
）

２２

矢
島
地
域
・
土
田
長
夫
さ
ん

（�
　
　�
　

２
２
６
５
）

５６

岩
城
地
域
・
伊
藤
博
行
さ
ん

（�
　
　�
　

２
０
７
０
）

７２

由
利
地
域
・
三
浦
玲
子
さ
ん

（�
　
　�
　

３
１
９
３
）

５３

大
内
地
域
・
加
藤
秀
明
さ
ん

（�
　
　�
　

２
２
６
２
）

６６

東
由
利
地
域
・
阿
部
重
雄
さ
ん

（�
　
　�
　

２
２
５
６
）

６９

西
目
地
域
・
鷹
島
峯
雄
さ
ん

（�
　
　�
　

２
０
６
４
）

３３

鳥
海
地
域
・
眞
坂
ひ
ろ
子
さ
ん

（�
　
　�
　

２
７
３
６
）

５７

　

総
務
省
秋
田
行
政
評
価
事
務
所

で
は
、「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
に

ち
な
み
、
関
係
機
関
と
合
同
で
登

記
、
税
金
、
労
働
、
年
金
、
道
路

な
ど
行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
に

つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
を

受
け
付
け
る
一
日
合
同
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
当
日
は
無
料

弁
護
士
相
談
（
予
約
制
）
も
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▽
と
き　

５
月　

日�
　

午
後
１

３１

　

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

文
化
会
館　

地
下
会
議
室

▽
参
加
機
関　

法
務
局
、
税
務
相

　

談
室
、
労
働
局
、
社
会
保
険
事

　

務
局
、
河
川
国
道
事
務
所
、
県
、

　

市
、
秋
田
弁
護
士
会
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
行
政
評

　

価
事
務
所
（�
０
１
８　�
　

８
２

　

４　�
　

１
４
２
６
）

　

本
荘
社
会
保
険
事
務
所
で
は

「
待
ち
時
間
解
消
」
の
た
め
年
金

相
談
予
約
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
の
請
求
手
続
き
な
ど
同
事

務
所
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
訪
問
時
間
を
予
約
す
る

と
「
年
金
相
談
予
約
票
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
時

間
ま
で
に
来
所
し
ま
す
と
お
待
ち

す
る
こ
と
な
く
年
金
相
談
が
で
き

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
社
会
保

　

険
事
務
所
総
合
相
談
室
（�
　

２４

　
　�
　

１
１
１
５
）

　

秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支
局
で

は
、
次
の
日
程
で
「
特
設
人
権
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
権
思
想
の
普
及
と
定

着
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法

　

務
局
本
荘
支
局
（�
　
　�
　

１
２

２２

　

０
０
）

　

農
業
の
担
い
手
へ
の
新
た
な
対

策
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
化
対

策
」
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

申
請
書
の
出
張
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
農
協
な
ど
に
申
請
の
代
理
契

約
を
さ
れ
る
方
は
受
け
付
け
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
と
き　

６
月　

日�
　

午
後
１

１２

　

時
か
ら
５
時
ま
で

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
５
階　

第
８

　

会
議
室

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
農
政
事

　

務
所
農
政
推
進
課
（�
０
１
８

　
　�
　

８
６
２　�
　

５
７
２
０
）、
市
農

　

業
水
産
課
農
政
班
（�
　
　�
　

６

２４

　

３
５
３
）

※
出
張
受
け
付
け
に
は
印
鑑
、
預

　

金
通
帳
の
写
し
、
農
地
台
帳
、

　

水
田
台
帳
、
農
業
経
営
改
善
計

　

画
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月　

日
〜　

日　
　
　
　

２１

２７

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」　　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

差
別
・
信
用
・
困
り
ご
と
・
い
じ
め
…

特
別
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

行
政
な
ん
で
も
相
談
！

〜
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設
〜

Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

年
金
相
談
は
予
約
を
し
て
か
ら
が
便
利
！

場　　　　所日　　　　時地　域
市役所附属会館１０：００～１２：００５月２１日�本　荘
岩城会館　９：００～１２：００２２日�

岩　城 岩城高城センター　９：００～１２：００２６日�
大内総合支所談話室１０：００～１５：００２９日�大　内
ショッピングプラザぷれっそ１３：３０～１６：３０２１日�東由利
社会福祉協議会西目支所１０：００～１５：００２２日�西　目
交流センターゆりえもん　９：３０～１１：３０２１日�

由　利 ふれあい館「鮎川」　９：３０～１１：３０２２日�
善隣館　９：３０～１５：００２５日�
矢島福祉会館１０：００～１５：００２８日�矢　島
紫水館１０：００～１５：００２３日�鳥　海 笹子公民館１０：００～１５：００２５日�

●行政相談の日程

品
目
横
断
的
経
営
安
定
化
対
策
の

出
張
受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す　

場　　　　所日　　　　時地　域
石沢出張所１３：３０～１５：３０５月２３日�

本　荘
鶴舞会館

１０：００～１５：００６月１日�

矢島福祉会館矢　島
善隣館由　利
岩谷会館大　内
岩城高城センター岩　城
紫水館鳥　海
東由利公民館東由利
社会福祉協議会西目支所１０：００～１５：００５日�西　目

●人権相談の日程

１４

　

次
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　

矢
島
地
域　

２
戸
（
小
田
・
下
山
寺
）

　

岩
城
地
域　

２
戸
（
愛
宕
・
鶴
岡
）

　

由
利
地
域　

１
戸
（
滝
沢
舘
）

　

鳥
海
地
域　

１
戸
（
鶴
ケ
平
）

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

岩
城
地
域　

１
戸
（
田
町
）

▽
公
共
（
若
者
）
住
宅

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

▽
申
し
込
み
期
限　

５
月　

日�
２５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　

し
く
は
市
都
市
計
画
課
（�
　

２４

　
　�
　

６
３
３
４
）
ま
た
は
各
総
合

　

支
所
建
設
課
ま
で

▽
採
用
人
数　

２
人

▽
勤
務
先　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
「
鳥
寿
苑
」
鳥
海
町
伏
見

▽
採
用
条
件　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　

資
格
２
級
以
上
も
し
く
は
経
験

　

者
、
夜
勤
可
能
で
健
康
な
方

▽
内
容　

介
護
業
務

▽
雇
用
期
間　

平
成　

年
６
月
１

１９

　

日
〜　

月　

日
（
更
新
可
）

１１

３０

▽
勤
務
時
間
等　

１
日
の
勤
務
は

　

８
時
間
以
内
。
社
会
保
険
・
雇

　

用
保
険
へ
加
入

▽
賃
金　

日
額　

５
千　

円　
　

３００

▽
受
付
期
間　

５
月　

日�
ま
で

２２

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
で
発
行
す

　

る
紹
介
状
と
と
も
に
履
歴
書
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
海
総
合
支

　

所
振
興
課
（�
　
　�
　

２
２
０
１
）

５７

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
国
の
財
政
を
支
え
る
税

務
職
員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

６１

　

日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
生

　

ま
れ
の
方　

▽
申
込
受
付
期
間　

６
月　

日
か

２６

　

ら
７
月
３
日
ま
で

▽
申
込
書
の
請
求　

最
寄
り
の
税

　

務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二

　

課
、
人
事
院
東
北
事
務
局
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

人
事
院
東
北

　

事
務
局
（�
０
２
２　�
　

２
２
１

　
　�
　

２
０
２
２
）、
仙
台
国
税
局
人

　

事
第
二
課
（�
０
２
２　�
　

２
６

　

３　�
　

１
１
１
１
）

　

水
と
緑
の
環
境
を
守
る
活
動
を

行
う
団
体
を
応
援
す
る
補
助
金
で

す
。

▽
募
集
期
間　

５
月　

日�
ま
で

３１

▽
対
象
と
な
る
団
体　

森
林
、
植

　

樹
、
環
境
美
化
、
自
然
観
察
等

　

に
取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
里
山
・
里

　

海
の
保
全
活
動
に
自
主
的
に
取

　

り
組
ん
で
い
る
団
体

▽
対
象
と
な
る
活
動　

里
山
や
里

　

海
の
保
全
や
活
用
を
子
ど
も
た

　

ち
が
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

の
企
画
を
募
集
し
、
優
れ
た
企

　

画
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し

　

ま
す
。

▽
対
象
事
業
の
時
期　

６
月　

日
１５

　

か
ら
平
成　

年
１
月　

日
の
間

２０

３１

　

に
実
施
さ
れ
る
事
業

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

由
利
地
域
振
興
局 
森
づ
く
り

　

推
進
課
（�
　
　�
　

８
３
５
１
）

２２

①
と
き
・
内
容　

６
月
７
日�
〜

　

８
日�
　

ワ
ー
ド
３
（
ワ
ー
ド

　

基
本
操
作
経
験
者
向
け
）

②
と
き
・
内
容　

６
月　

日�
〜

１４

　
　

日�
　

エ
ク
セ
ル
１
（
ワ
ー

１５

　

ド
経
験
が
あ
る
エ
ク
セ
ル
初
心

　

者
向
け
）

③
と
き
・
内
容　

６
月　

日�
〜

２１

　
　

日�
　

エ
ク
セ
ル
２
（
エ
ク

２２

　

セ
ル
基
本
操
作
経
験
者
向
け
）

▽
講
習
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

　

午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業

　

訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　
　

人
１０

▽
受
講
料　

４
千
円

※
受
講
者
が
少
数
で
あ
れ
ば
中
止

　

の
場
合
あ
り

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

職
業
訓
練
協
会
（�
　
　�
　

５
５

２３

　

０
２
）

▽
受
付
期
間　

６
月　

日�
ま
で

１２

▽
試
験
日　

６
月　

日�
１７

▽
説
明
会　

５
月　

日�
　

午
後

２６

　

１
時
〜
１
時
間
程
度

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
広
域
交
流

　

セ
ン
タ
ー
２
階
第
２
研
修
室

※
試
験
お
よ
び
説
明
会
は
す
べ
て

　

無
料
で
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

由
利
本
荘
地
域
事
務
所
（�
　

２２

　
　�
　

３
４
７
９
）

▽
と
き　

５
月　

日�
　

午
前　

時
〜

２３

１０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業

　

訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　
　

歳
以
上
で
市
内
に
在

５８

　

住
の
方　

▽
年
会
費　

３
千
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　
�
由
利
本
荘

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

　

務
局
（�
　
　�
　

５
１
１
１
１
）

２４

※
秋
田
銀
行
、
郵
便
局
、
秋
田
し

　

ん
せ
い
農
協
の
い
ず
れ
か
の
通

　

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
乙
種
第
４
類

▽
と
き　

５
月　

日�
〜　

日�

２９

３０

▽
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流

　

セ
ン
タ
ー

▽
と
き　

６
月
７
日�
〜
８
日�

▽
と
こ
ろ　

秋
田
市
文
化
会
館

●
丙
種

▽
と
き　

５
月　

日�
２７

▽
と
こ
ろ　

秋
田
市
文
化
会
館

▽
受
付
期
間　

定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
ま
す
。

▽
試
験
日　

６
月　

日�
、
７
月
８
日�

２４

▽
申
込
用
紙
配
布　

市
消
防
本
部

　

予
防
課
（�
　
　�
　

４
２
８
２
）、

２２

　

本
荘
消
防
署
（�
　
　�
　

０
０
１

２２

　

１
）、
矢
島
消
防
署
（�
　
　�
　

２

５５

　

１
１
１
）、
お
よ
び
各
分
署

自
衛
隊
２
等
陸
・
海
・
空
士

を
募
集
し
て
い
ま
す

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

「
介
護
員
」
を
募
集
し
ま
す

暮らしのお知らせ

パ
ソ
コ
ン
講
習
の
ご
案
内

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

の
登
録
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
の
ご
案
内　
　
　

平成１９年５月１５日号　　広報ゆりほんじょう

「
税
務
職
員
」
を
募
集
し
ま
す

守
り
育
む
里
山
・
里
海
体
験

は
ぐ
く

事
業
に
つ
い
て



１７

　

平
成　

年
度
の
固
定
資
産
税
、

１８

軽
自
動
車
税
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
納
め
忘
れ
て
い
る

方
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ

Ａ
ま
た
は
市
役
所
内
市
金
庫
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
報
１
月　

日
号
で
お
知
ら
せ

１５

し
ま
し
た
と
お
り
、
国
か
ら
の
税
源

移
譲
に
伴
い
、
平
成　

年
度
か
ら

１９

市
・
県
民
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
所
得
税
と
し
て
国
に

納
め
た
税
額
の
一
部
が
補
助
金
な

ど
で
地
方
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
地
方
が
自
ら
の
財

源
を
自
分
で
調
達
す
る
政
策
が
進

め
ら
れ
、
国
に
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
た
税
額
の
一
部
を
地
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
は
１
月
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
る
所
得
税
が
減
っ
た
代

わ
り
に
、
６
月
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
市
・
県
民
税
の
税
額
が
上
が

り
ま
す
。
所
得
税
と
市
・
県
民
税

を
合
計
し
た
金
額
は
基
本
的
に
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
定
率

減
税
の
廃
止
な
ど
他
の
税
制
改
正

に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

心
身
に
障
害
が
あ
り
、
歩
行
が

困
難
な
方
な
ど
が
利
用
す
る
軽
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
そ
の
障
害
の

程
度
に
よ
り
税
の
減
免
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
減
免
を
受
け

る
た
め
に
は
、
次
の
と
お
り
期
限

ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
減
免
申
請
で
き
る
方　

身
体
障

　

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病

　

者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
、
ま
た

　

本
人
以
外
の
所
有
の
車
は
、
減

　

免
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

減
免
申

　

請
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
、
運

　

転
免
許
証
、
軽
自
動
車
税
納
税

　

通
知
書（
５
月
中
旬
発
送
予
定
）、

　

印
鑑

※
本
人
以
外
が
運
転
す
る
場
合
、

　

生
計
同
一
証
明
、
常
時
介
護
証

　

明
が
必
要

▽
申
請
書
提
出
先　

市
税
務
課
住

　

民
税
班
、
各
総
合
支
所
振
興
課

　

税
務
班

▽
提
出
期
限　

５
月　

日�
２４

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
税
務
課
住

　

民
税
班
（�
　
　�
　

６
３
０
３
）

２４

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課
税

　

務
班
ま
で

　

市
税
の
納
付
は
、
安
心
で
確
実

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

手
続
き
は
と
て
も
簡
単
で
す
。
通

帳
と
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
市

内
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
、
郵
便
局
、

ま
た
は
市
収
納
課
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

全
国
の
卸
売
業
、
小
売
業
を
営
む

す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
と
な
る
、

平
成　

年
商
業
統
計
調
査
が
、
６
月

１９

１
日
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
る
調
査
で
、
商
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都

道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
け
る
商

業
の
振
興
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
な
ど
流
通
産
業
施
策
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
お

答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
上

の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事

業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
企
画
調
整

　

課
統
計
班
（�
　
　�
　

６
２
２
７
）

２４

平
成　

年
度
市
税
の
納
め

１８

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
は

申
請
が
必
要
で
す

Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

市
税
の
納
付
は
簡
単
、
便
利
な

口
座
振
替
で
！　
　
　
　
　
　

市
・
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す

〜
卸
売
業
・
小
売
業

事
業
所
の
皆
さ
ま
へ
〜

商
業
統
計
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

　ガス水道局では、市にお住まいの皆さまから水道に

関心をお寄せいただくため、全国水道週間に合わせて

次の行事を行います。お申し込みは５月２５日�までガ

ス水道局管理課（�２２－４３７５）へ。お誘い合わせのう

え、多数のご参加をお待ちしています。

◆私たちの水道施設見学と
　初夏の鳥海高原を楽しむ会

▽とき…６月６日�　午前９時　ガス水道局集合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小雨決行）

▽コース…ガス水道局→蟻山浄水場→水源の森（植樹）

　　→矢島上野浄水場→花立牧場→ガス水道局（午後

　　３時ごろ）

▽持ち物…昼食、動きやすい服装

▽参加費…無料

▽定員…３０人

◆水道週間記念講演会

▽とき…６月５日�　午後２時～３時

　　３０分

▽ところ…アクアパル多目的ホール

▽演題…「命の水と自然～子吉川に生かされて」

▽講師…子吉川市民会議　会長　木谷豊四氏

▽入場料…無料

◆市水道事業ＰＲビデオ発表会

▽とき…６月５日�　午後１時３０分～２時

▽ところ…アクアパル多目的ホール

▽内容…市水道事業ＰＲパンフレット配布、ビデオ上映

▽入場料…無料

第４９回水道週間　６月１日（金）～７日（木）

１６

　

本
荘
地
域
に
は
菖
蒲
崎
貝
塚
や

横
山
遺
跡
な
ど
貴
重
な
埋
蔵
文
化

財
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
な
が
ら
後

世
へ
伝
え
て
い
く
べ
き
か
を
世
界

遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
平
泉

町
の
取
り
組
み
を
通
し
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

▽
と
き　

６
月　

日�
　

午
後
１

１０

　

時　

分
〜
３
時　

３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム

▽
講
師　

平
泉
町
教
育
委
員
会

　
　
　

世
界
遺
産
推
進
室

　
　
　
　

八
重
樫　

忠
郎
さ
ん

▽
定
員　
　

人
３０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

本
荘
公
民
館
（�
　
　�
　

０
９
０

２２

　

０
）

歴
史
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

「
平
泉
に
学
ぶ
」
講
演
会
開
催

平成１９年５月１５日号　　広報ゆりほんじょう

２
０
０
７
鳥
海
新
緑
ま
つ
り
（
鳥
海
健
康
広
場
／
鳥
海
町
伏
見
）

主
催
／
新
緑
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
市
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
、
市
商
工
会
、

　
　
　

本
荘
由
利
森
林
組
合
、
市
観
光
協
会
）

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
午
前
９
時　

分
）

３０

　

勇
壮
な
前
ノ
沢
太
鼓
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

◆
開
会
行
事
（
午
前
９
時　

分
）

５０

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
、
記
念
樹
贈
呈
、

　

鏡
開
き

◆
舞
踊
（
午
前　

時　

分
）

１０

２０

　

鳥
海
舞
踊
会
に
よ
る
踊
り
の
発
表

◆
大
声
絶
叫
大
会
（
午
前　

時
）

１１

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
声
の
大
き
さ
を
競
う
絶
叫
大
会

◆
百
宅
そ
ば
早
喰
い
大
会
（
午
前　

時　

分
）

１１

３０

　

恒
例
！
地
元
産
そ
ば
の
早 
喰 
い
大
会
（
男
女
別
に
実
施
）

ぐ

◆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
（
正
午
）

　

な
り
き
り
聖
子
の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、
中
国
雑
伎
・
王
輝
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

　

ス
シ
ョ
ー

◆
歌
謡
シ
ョ
ー
（
午
後
１
時　

分
）

３０

　

ご
当
地
出
身
の
藤
か
お
り
歌
謡
シ
ョ
ー

◆
さ
な
ぶ
り
大
抽
選
会
（
午
後
２
時　

分
）

２０

　

今
年
も
ビ
ッ
ク
な
賞
品
が
大
当
た
り
！

問
い
合
わ
せ
先
／
鳥
海
総
合
支
所
産
業
課
（�
　
　�
　

２
２
０
５
）

５７

丁
岳
（
ひ
の
と
だ
け
）
山
開
き
（
大
平
キ
ャ
ン
プ
場
／
鳥
海
町
上
笹
子
）

主
催
／
市
、
市
観
光
協
会

主
管
／
市
観
光
協
会
鳥
海
支
部
、
鳥
海
山
岳
会

日
程
／
午
前
８
時　

分
〜
受
け
付
け
、
９
時
〜
安
全
祈
願
、
９
時　

分
〜
記

３０

４５

　
　
　

念
登
山

※
記
念
登
山
に
参
加
す
る
方
は
、
雨
具
、
食
料
な
ど
を
お
持
ち
の
う
え
、
登

　

山
に
適
し
た
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記
念
登
山
参
加
料
／
１
千
円
（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

バ
ス
運
行
／
午
前
８
時
・
鳥
海
総
合
支
所
（
先
着　

人
）

２０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
鳥
海
総
合
支
所
産
業
課
内　

市
観
光
協
会
鳥

　
　
　

海
支
部
（�
　
　�
　

２
２
０
５
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　
　�
　

２
０
７
６
）

５７

５７

藤
か
お
り
さ
ん

６
月
３
日
（日）

６
月
１
日
（金）

迫力満点�百宅そば早 喰 い大会の様子
ぐ

登山で、すがすがしい汗を流しましょう�

ぐ
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■６月５～６日

■６月１３～１５日

■５月１０～１１日

■６月２８～３０日

北内越小学校　　　�２２－４８３９
■５月３０～３１日

■７月５～６、１２、１４日

矢島小学校　　　　�５６－２０６９
■６月５～８日

■６月２５～２９日

道川小学校　　　　�７３－２２１６
■７月６、９～１０日

■６月１２～１５日

西目小学校　　　　�３３－２３０５
■６月２５～２７日

■６月５～８日

川内小学校　　　　�５７－２００４
■６月４～８日

■６月２８～３０日

八塩小学校　　　　�６９－２０２８
■６月４～８日

■６月１９～２３日

岩谷小学校　　　　�６５－２２２０
■６月１２～１５日

■６月１２～１５日

上川大内小学校　　�６７－２２４４
■６月４～８日

■６月４～８日

本荘南中学校　　　�２２－７１５３
■６月１８～２２、２９日

■６月１１～１５日

矢島中学校　　　　�５６－２０６２
■６月１１～１５日

■７月１２～１８日

由利中学校　　　　�５３－２５２６
■６月１８～２２日

■６月２１～３０日

鳥海中学校　　　　�５７－２３０９
■６月１９～２２日

■５月１７～１９日

大内中学校　　　　�６６－２０１０
■６月１８～２２日

■６月２０～２２日

西目幼稚園　　　　�３３－２０３８
■６月２７～２９日

■６月４～８日

本荘高等学校　　　�２２－０８３２
■６月２５～２７日

■６月１１～１５日

新山小学校　　　　�２２－１４２０
■６月１２～１４日

子吉小学校　　　　�２４－２９９０

石沢小学校　　　　�２９－２３４１

松ヶ崎小学校　　　�２８－２３４４

亀田小学校　　　　�７２－２００４

由利小学校　　　　�３２－８１７１

直根小学校　　　　�５８－２３２０

笹子小学校　　　　�５９－２２３４

高瀬小学校　　　　�６９－２５００

下川大内小学校　　�６６－２２１１

本荘北中学校　　　�２２－０３２１

本荘東中学校　　　�２７－２３１１

岩城中学校　　　　�７３－２２１２

西目中学校　　　　�３３－２３０４

東由利中学校　　　�６９－２４１０

出羽中学校　　　　�６５－２１０５

ゆり養護学校　　　�２７－２６３０

鶴舞小学校　　　　�２２－１４２２

写真：去年の
　「親子科学工作教室」

尾崎小学校　　　　�２４－１２３６

小友小学校　　　　�２２－４０１７

５日／全校集会、理数大好き尾崎教室
６日／ハーモニータイム、朝読書

１３日／クラブ活動　１４日／みんなで
唱歌を歌おう　１５日／ＰＴＡフリー参観

１０日／春の持久走大会　
１１日／普通授業

２８、２９日／給食参観
３０日／ホタルの夕べ

３０日／大きくなあれ�サツマイモ
３１日／昔遊びに挑戦�

５日／授業参観、子育て講演会　６日／
七夕集会　１５日／しおさいフェスティバル

５日／校長先生の図工教室
６日／クラブ活動　８日／人権教室

２７日／英語活動フレンドリータイム、
ＰＴＡ　２９日／プール開き

６日／海岸クリーンアップ　
１０日／ＰＴＡ参観日

１２、１５日／エンジョイ・イングリッシュ
１３日／クラブ　１４日／音楽集会

２５日／祖父母学級、給食試食会
２６日／漢字チャレンジ、ふれ合いタイム

５日／花いっぱい運動
８日／そば打ち体験

５日／スマイルフラワー活動
８日／祖父母交流学習

２８日／道徳の日　２９日／読み聞か
せ・昔語りの会　３０日／家族参観日

４、５日／ＹＥＳ�タイム　６日／ハロ－Ｅ
７日／全校集会　８日／ファミリー参観日

２１日／避難訓練、クラブ活動
２３日／ふれあい参観日

１４日／読み聞かせ、避難訓練・防犯訓練
１５日／ＰＴＡ奉仕作業、給食試食会

１４日／発表集会、祖父母参観
１５日／交通安全教室

５日／祖父母フリー参観　７日／読み聞かせの会
８日／ＰＴＡ奉仕作業、給食試食会

期間中／フリー参観、部活動強調週間
６日／ＰＴＡ春の研修

期間中／フリー参観、部活動強調週間
２９日／ＰＴＡ授業参観・講演会

期間中／学校開放、部活動公開
１４日／ＰＴＡ授業参観日・学校見学会

１１日／花いっぱい運動
１２日／全校ＰＴＡ

１３日／ＰＴＡ学年・学級懇談会
１７日／全校武道

２０日／授業参観日、総体壮行会

２１日／総体壮行会
３０日／少年式、創立６０周年記念式典

１９日／避難訓練　２０日／全校集会
２２日／本荘由利総体壮行会

１８日／体育祭予行
１９日／体育祭

期間中／部活動参観日
２２日／総体壮行会

期間中／フリー参観、部活動強調週間
２１日／地区総体壮行会

２７日／虫歯予防教室　２８日／映写会
２９日／「遊びにきてください」

５日／全校集会　６日／教育相談会
７日／中学部総合的な学習「そば打ち」

２５日／２年ＰＴＡ　２６日／１年ＰＴＡ
２７日／終日授業公開

１２日／読み聞かせ　１４日／児童集会
１５日／クラブ参観

１２日／プール清掃
１４日／学校評議委員会

１８平成１９年５月１５日号　　広報ゆりほんじょう

由利高等学校　　　�２２－３２１９
■４月２１、２５、７月４日

由利工業高等学校　�２２－５５２０
■４月２７～６月２０日

矢島高等学校　　　�５５－３０３１
■４月２６日、６月２２日、７月２０日

西目高等学校　　　�３３－２２０３
■６月７日、１９日、２９日

仁賀保高等学校　　�４３－４７９１
■５月２、２７日、６月１２～１４日

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
子
ど
も
た
ち
の
学
習
活

動
や
学
校
生
活
を
身
近
に
見
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、「
み
ん
な
の
登
校
日
」
事
業

（
前
期
）
が
市
内
の
小
・
中
・
高
校
な
ど
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
「
フ
リ
ー
参
観
日
」
の
ほ
か
、

各
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
地
域
住
民
や
保
護
者
か
ら
積
極
的
に

教
育
活
動
へ
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大

き
な
ね
ら
い
の
一
つ
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
お
近
く
の
学
校
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

Ｂｏｏｋｓ

　◎本荘図書館　�２２－４９００
次世代ウェブ－グーグルの次のモデル－　佐々木俊尚
病気にならない生き方２　実践編　　新谷　弘実
赤朽葉家の伝説　　　　　　　　　　桜庭　一樹
ドアＤ　　　　　　　　　　　　　　山田　悠介
特別法第００１条ＤＵＳＴ　　　　　　　山田　悠介
植物診断室　　　　　　　　　　　　星野　智幸
雷神の筒　　　　　　　　　　　　　山本　兼一
フィッシュストーリー　　　　　　　伊坂幸太郎
私のスフレ　　　　　　　　　　　　林　真理子
ダナエ　　　　　　　　　　　　　　藤原　伊織
最愛　　　　　　　　　　　　　　　真保　裕一
喪失　　　　　　　　　　　　　　　森村　誠一
ウェブ汚染社会　　　　　　　　　　尾木　直樹
ミステリアスセッティング　　　　　阿部　和重
水底の光　　　　　　　　　　　　　小池真理子
たそかれ－不知の物語－　　　　　　朽木　　祥
タリスマン１～４　アラン・フレウィン・ジョーンズ
おれはレオ　　　　　　　　　　　　佐々木マキ
きょうりゅうたちがかぜひいた　マーク・ティーグ
ストラヴァガンザ－花の都－　メアリ・ホフマン
　◎岩城図書館　�７３－３６７３
家日和　　　　　　　　　　　　　　奥田　英朗
そこ行く婆や、待ったしゃれ　　　　　　ちよ女
離婚美人　　　　　　　　　　　　　藤本ひとみ
悪人　　　　　　　　　　　　　　　吉田　修一
中越大震災自治体の叫び　　　　　　関　　広一
地図でみる日本の女性　　　　　　　中澤　高志
ホットケーキミックスで基本のお菓子　原田　裕子ほか
ナディアおばさんの予言　　マリー・デプシャル
ヒューゴ・ペッパーとハートのコンパス　ポール・ステュワート
ちゃいます　ちゃいます　　　　　　内田麟太郎
わたしのおばあちゃん　ヴェロニク・ヴァン・デン・アベール
きぜつ　ライオン　　　　　　　　　ねじめ正一
　◎由利図書館　�５３－２１２１
面白いほど人を見抜ける「血液型」の本　長田　時彦
おそうじ風水　　　　　　　　　　　李家　幽竹
〈つまずき〉のなかの哲学　　　　　山内　志朗
自由訳　老子　　　　　　　　　　　新井　　満
人生にはいらない人間関係がいっぱいある　高橋龍太郎
わたしは特別なのよ�　　　　　　　須藤　義雄
ビジネスマナーの基本講座　　　　　成美堂出版
下流志向　　　　　　　　　　　　　内田　　樹
ひとり暮らし自己防衛マニュアル　ひとり暮らし応援団
いのちをいつくしむ新家庭料理　　　辰巳　芳子
おいしい野菜づくり７０種　　　　　　加藤　義松
朝日ジュニア百科年鑑２００７　　　　　朝日新聞社
齋藤孝のイッキによめる�名作選　　齋藤　　孝

７月４日／学校祭

６月４日／本荘マリーナクリーンアップ
　　１３日／大運動会

４月２６日／ＰＴＡ総会　６月２２日／
体育祭　７月２０日／芸術鑑賞

７日／ＰＴＡ　１９日／豊かな体験学習
２９日／運動会

５月２７日／創立３０周年記念フォーラム
６月１２～１４日／学年ＰＴＡ
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■フィットネスジム登録講習会
日時　５月２３日�　午後６時
場所　アクアパル
定員　２５人（先着順）
年会費　一般３，１５０円 ､ 学生１，５７５
　　円（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへ
　お申し込みください。（�２２－
　５６１１）
■ナックルフォアボート貸し出します�
期間　５月２２日�～１０月２１日�
対象　市民クルー
※今年度新たに登録する団体は、
　安全講習会の受講が必要です。
　９月開催の市民ボート大会に向
　けた練習などにご利用ください。
問い合わせ先
　　アクアパル

■６月からの「遊泳館」各種教室
【水泳教室】
開催日　６月８日�毎週月、金曜
　　日　全１６回
◎初級者（クロール、背泳ぎ）
午前１０時１５分～１１時１０分　定員４０人
◎中級以上（平泳ぎ、バタフライ）
午前１１時１５分～１２時１０分　定員２５人
【水中ウォーキング教室】
◎１１時１５分～１２時１０分　定員２０人
講師　水泳指導員　茂木照子さん、
　　田口真由美さん、大川はるか
　　さん
参加費　２，０００円
※各教室とも参加費を初日にいた
　だきます。ただし、プール使用
　料は毎回必要です。
申し込み・問い合わせ先　市ス
　　ポーツ振興課（�２４－６２８７）
　　ま た は「遊 泳 館」（�２４－
　　０１３４）まで

■「遊泳館」休館のお知らせ「遊泳館」 休館のお知らせ
　５月３０日�から６月６日�まで
の期間、水抜き清掃を行うため休
館となります。

本 荘 地 域本 荘 地 域

中国の歌姫
幽燕コンサート 幽  燕 コンサート
ユウ エン

日時　５月２０日�
　　　午後２時開演
場所　アクアパル「多目的ホール」
主催　アクアパル文化振興協会

　

県
立
大
学
で
は
、
基
本
理
念
の
ひ
と
つ

に
地
域
へ
の
貢
献
を
掲
げ
、
そ
の
一
環
と

し
て
地
域
企
業
と
の
共
同
研
究
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の

成
果
と
し
て�
齋
彌
酒
造
店
、�
三
栄
機

械
と
の
産
学
連
携
に
よ
る
純
米
吟
醸
酒

「
雪
の
想
い
で
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
酒
づ
く
り
の
重
要
な
工
程
で
あ

る
麹
を
造
る
部
分
に
、
新
し
い
真
空
蒸
米

調
湿
技
術
を
取
り
入
れ
、
麹
に
含
ま
れ
る

水
分
の
均
一
化
を
図
っ
た
も
の
で
、
熱
力

学
・
流
体
力
学
を
応
用
し
た
お
酒
の
製
造

工
程
に
関
す
る
産
学
連
携
は
、
全
国
で
も

産
学
連
携
に
よ
る

　
 
麹 
製
造
研
究
の
成
果

こ
う
じ

遊
泳
館
の
内
部

あ
ま
り
例
が
な
い
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

　

四
月
十
八
日
に
は
、
店
頭
発
売
開
始
に

伴
い
、「
雪
の
想
い
で
」
披
露
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
試
飲
し
た
参
加
者

の
反
応
は
大
変
好
評
だ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

お
酒
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
県
立
大
学
で
は
、
今
後
と

も
共
同
研
究
を
始
め
と
す
る
産
学
連
携
を

強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

新
商
品
開
発
や
生
産
技
術
の
改
善
、
省

力
化
を
実
施
し
た
い
な
ど
を
お
考
え
の
企

業
の
方
々
は
、
ぜ
ひ
相
談
窓
口
の
地
域
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
大
学
院
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連絡先●電話　２７－２９４７、Ｆａｘ　２７－２９４５、Ｅメール　h_stic@akita-pu.ac.jp
　　　　ホームページ　http://www.akita-pu.ac.jp/stic/index.html

披露会で研究の概要を紹介

純米吟醸酒
「雪の想いで」完成�

２０平成１９年５月１５日号　　広報ゆりほんじょう

■本荘地域文化財保護協会講演会
　本荘地域文化財保護協会では、社
会文化環境学の権威である東京大学
大学院教授・辻誠一郎先生をお招き
し、菖蒲崎貝塚発掘調査をはじめ遺
跡調査からわかってきた自然環境と
人間のかかわりについての講演会を
開催します。ぜひご聴講ください。
日時　５月２６日�　午後２時３０分
場所　鶴舞会館「講堂」（３階）
入場料　無料
講師　東京大学大学院教授
　　　理学博士　辻　誠一郎先生
演題：『秋田の環境文化史展望』
問い合わせ先　文化課
　　　　　　　　　（�２４－６２８８）

■公共施設休館日（５月下旬）
日新館　５月２０日�
青少年ホーム　２７日�、日曜・祝
　　日の夜間（午後５時～）
問い合わせ先　生涯学習課（�５６
　　－２２０３）
寿康苑　２０日�、２８日�
福祉会館　２７日�
問い合わせ先　寿康苑（�５６－
　　２９４０）、福祉会館（�５６－２２０５）

◆健康相談
日時　５月２２日�　川辺方面の送
　　迎の日です。
時間　午前９時３０分～１１時
場所　寿康苑　大広間

■バス乗車券を交付します
対象　鳥海地域に住所を有し、本
　　年度内で満７０歳以上の方（昭
　　和１３年４月１日以前生まれ）
内容　１人につき１年に１００円券
　　１１枚綴りを４冊を２回に分け
　　て交付します。（１回目…４月
　　～９月、２回目…１０月～３月）
申請窓口　鳥海総合支所福祉保健
　　課（�５７－３５０１）またはお近
　　くの出張所へ。

■第７回町内交流グラウンドゴル
フ大会の参加者募集　フ大会の参加者募集
対象　西目地域在住市民
日時　６月６日�
場所　西目カントリーパーク多目的広場
参加費　一人３００円（申し込み時
　　にお支払いください）
申し込み締め切り　６月１日�
申し込み先　西目グラウンドゴル
　　フ同好会事務局　齋藤さん
　　　（�３３－２９３８）

■「由利スポーツ祭」開催します
日時　５月２７日�　８時３０分～
場所　由利中学校グラウンド 
問い合わせ先　生涯学習課
　　　　　　　　　（�５３－２２４５）

■秋田由利牛を盛り込んだ食事会
　秋田由利牛をフルコースに入れ
た、お食事会はいかがですか。ご
家族、友人、職場の皆さんでお誘
い合わせのうえ、ご利用ください。
日時　①６月２日�、②６月３日
　　�ともに昼食は正午～、夕食
　　は午後６時～。
場所　南由利原「ペンション四季」
料金　１人　３，５００円（税込み）
申し込み・問い合わせ先
　　①②とも、５月３０日�まで
　　　「ペンション四季」
　　　　　　　　　（�５３－３６７８）

■読み聞かせ教室『おはなしのへ
や』開催中です　や』開催中です

　出羽伝承館では毎月第４土曜日に
「おはなしのへや」を開催しています。
日時　５月２６日�　１０時３０分～
場所　出羽伝承館（�６２－０５０５）
※読み聞かせボランティア会員も
　募集中です。

■「さつきまつり」開催します
　６０種類、５００鉢のさつき・花物の
展示即売を行います。
日時　５月１９日�～６月１７日�
場所　さつき栽培センター
　　　　　　　　　（�６７－２３１５）

地域�
情報�

由 利 地 域由 利 地 域

矢 島 地 域矢 島 地 域

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

西 目 地 域西 目 地 域

■尾崎スポーツクラブ（総合型地域ス
　ポーツクラブ）１９）１９年度会員の募集
　スポーツを気軽に楽しみ、仲間
づくりをしましょう。
場所　尾崎小学校体育館
時間　夜７時～９時
　　月：８人制バレーボール／
　　火：ユニホック／水：ミニテ
　　ニス／木：バスケットボール
　　／金：バドミントン／土：９
　　人制バレーボール
年会費　５００円（併せて、スポー
　　ツ安全保険への加入をお勧め
　　しています）
申し込み・問い合わせ先　教育委
　　員会スポーツ振興課（�２４－
　　６２８７）

■「子吉川ガニまつり」あります
日時　５月２０日�　１０時～正午
場所　アクアパル南側正面広場
内容　モクズガニのつかみどり、
　　ガニ汁の賞味、凧あげほか
問い合わせ先　アクアパル
　　　　　　　　　（�２２－５６１１）

去
年
の
「
ガ
ニ
ま
つ
り
」
で

　菅原前消防団長の逝去に伴い、
次のとおり異動の発令が行われま
した。（敬称略）
◇５月１日付
消防団長　畠山　勉（兼東由利支団長）
副団長　高橋　久（兼西目支団長）
◇４月２６日付
本荘支団長　今野忠男（二十六木）
同支団副支団長　田口憲一（山田）
◇４月１日付
本荘支団副支団長　藤原鐵夫（鮎瀬）

市消防団の人事異動

大 内 地 域大 内 地 域

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す



２３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

　　「おくやみ」「お誕生」欄に掲載を希望
される方は、市民生活課または各総合支所
市民課、出張所窓口にお申し出ください。

小　松　 瑞 　 葵 ちゃん（順一さん）石脇
みず き

嶋　田　 香 　 音 ちゃん（　健　さん）石脇
か のん

吉　田　　　 伶 ちゃん（　聡　さん）石脇
りょう

菅　野　 美 　 咲 ちゃん（秀人さん）中梵天
み さき

佐々木　 芽 　 唯 ちゃん（健士さん）御門
め い

横　山　 真 　 莉 ちゃん（貴之さん）裏尾崎町
ま り

黒　木　 奏 　 汰 ちゃん（　淳　さん）万願寺
そう た

宝　池　　　 結 ちゃん（秀昭さん）薬師堂
ゆい

佐々木　 亮 　 汰 ちゃん（健児さん）薬師堂
りょう た

小　坂　　　 翔 ちゃん　（　優　さん）石脇
しょう

小　坂　　　 翼 ちゃん（　優　さん）石脇
つばさ

齋　藤　　　 翼 ちゃん（達也さん）御門
つばさ

豊　嶋　 瑠 　 惟 ちゃん（光弘さん）薬師堂
る い

三　浦　 朔 　 夜 ちゃん（　章　さん）鶴沼
さく や

小　林　　　 　 ちゃん（　克　さん）給人町
りん

齋　藤　 優 　 成 ちゃん（　慎　さん）石脇
ゆう せい

岡　本　 凰  太  郎 ちゃん（正喜さん）石脇
こう た ろう

阿　部　 敏 　 樹 ちゃん（敏和さん）南ノ股
とし き

村　上　 陽 　 菜 ちゃん（　優　さん）西梵天
はる な

佐　藤　 大 　 輝 ちゃん（幸一さん）矢島町城内
たい き

佐　藤　 希 　 大 ちゃん（幸一さん）矢島町城内
き ひろ

渡　邊　 虎  太  郎 ちゃん（智也さん）岩城内道川
こ た ろう

三　浦　 大 　 河 ちゃん（秀一さん）前郷
たい が

佐　藤　 由 　 菜 ちゃん（義仁さん）吉沢
ゆ な

鈴　木　 愛 　 彩 ちゃん（　紘　さん）西目町沼田
あ や

加　藤　 榛 　 眞 ちゃん（　優　さん）西目町出戸
はる ま

〈４月１６日～３０日受付分〉

おくやみ申し上げます

■平成１９年度　県立由利高校同窓会
　　「ゆりの会総会」のご案内

▽とき…６月１７日�　午前１０時～午後３時

▽ところ…にかほ市総合福祉交流センター「スマ
　　イル」　　　 ▽会費…３，０００円

▽申し込み・お問い合わせ…５月２６日�まで、手
　　賀さん（本荘東・�２２－８２８１）、新田さん
　　　（本荘南・�２２－１４０８）、佐久間さん（本荘
　　北・�２２－３６６９）、佐々木ハツさん（大内・
　　�６５－２７０６）、黒田さん（岩城・�２８－２９７４）、
　　渡辺さん（矢島・�５５－２２７３）、正木さん
　　　（由利・�５３－２１４７）、佐々木美代子さん
　　　（西目・�３３－３６９３）、小松さん（東由利・
　　�６９－３８０１）
■仁賀保高校創立３０周年記念事業
　記念フォーラム・新屋高校吹奏楽部招待演奏会

▽開催日…５月２７日�

▽ところ…仁賀保高校体育館

▽内容…①記念フォーラム（午前１０時～１１時３０
　　分）、テーマ「仁高生に望む　ＯＢからのメッ
　　セージ」、②新屋高校吹奏楽部招待演奏会（午
　　後１時～２時３０分）、第１部／新屋高校吹奏
　　楽部による演奏、第２部／新屋高校吹奏楽部
　　と仁賀保高校吹奏楽部の合同演奏

▽申し込み・お問い合わせ…５月２２日�まで、仁
　　賀保高校・佐々木さん（�４３－４７９１）

大　場　久　一さん（６７歳）上野

嵯　峨　�　造さん（８７歳）二番堰

佐々木　トキヨさん（９３歳）石脇

半　田　和　三さん（７６歳）小人町

佐　藤　誠　祐さん（９３歳）石脇

板　垣　テ　ツさん（８８歳）川口

畠　山　キ　ミさん（９２歳）鮎瀬

�　橋　正　子さん（６２歳）寺後

鈴　木　辰　美さん（７２歳）松ヶ崎

會　津　ト　モさん（７４歳）後町

高　野　倉之助さん（８１歳）赤田

井　島　　　�さん（６６歳）鮎瀬

佐　藤　誠　一さん（５２歳）石脇

佐　藤　憲　助さん（８１歳）石脇

茂　木　忠　二さん（７５歳）矢島町坂ノ下

戸　村　クニヱさん（９４歳）岩城亀田最上町

石　塚　マリ子さん（６７歳）岩城勝手

今　野　オリヱさん（８６歳）岩城勝手

土　田　久　義さん（５９歳）土倉

伊　藤　トシヨさん（９６歳）前郷

木　村　�　子さん（８１歳）久保田

工　藤　ト　キさん（８７歳）中帳

奥　山　美代子さん（７３歳）新沢

佐　藤　直之助さん（８７歳）岩谷町

阿　部　　　颯さん（１０歳）岩谷麓

畠　山　ノ　ブさん（９９歳）岩谷町

佐　藤　彌一郎さん（９１歳）新沢

佐　藤　サエコさん（８０歳）東由利黒渕

阿　部　　　久さん（６９歳）東由利蔵

佐　野　チ　エさん（８２歳）東由利老方

小笠原　豊　記さん（７８歳）東由利蔵

松　島　　　正さん（６９歳）西目町海士�

�　野　タツミさん（８９歳）西目町出戸

齋　藤　タツミさん（９２歳）西目町西目

佐々木　善　正さん（７６歳）西目町出戸

太　田　長　作さん（６３歳）鳥海町上笹子

豊　島　一　栄さん（５８歳）鳥海町上川内

佐　藤　ト　ミさん（７８歳）鳥海町下直根

佐　�　梅太郎さん（９４歳）鳥海町下笹子

佐　藤　仲　丸さん（７９歳）鳥海町上川内

４月末日現在・住民基本台帳

（△１０４）８９，１７２人　人 口

（△　４１）４２，７２４人　男

（△　６３）４６，４４８人　女

（△　８２）２９，９２７世帯世帯数

（　）は前月比

人　の
動　き

　　「市民伝言板」は、主に公
共施設で開催するグループや
サークル活動、行事やお知ら
せにご利用いただけます。市
全域にお知らせしたい場合に
ご活用ください。
■原稿のお申し込みは
　電子メール、ファクシミリ、
直接当課にご持参のいずれで
もかまいませんが、掲載を希
望する号の締め切り日必着で
お願いします。（締め切りは
「市民伝言板」のコーナーに
記載しています）連絡先 ( 氏
名・電話番号・ファックス番
号など ) を必ず明記してくだ
さい。
■掲載できない場合もあります
　　「営利を目的とする催し、
またはこれに類するもの」
「発行日から３日以内に開か
れる行事」は掲載できません。
紙面の都合などにより、要点
を抜粋して掲載する場合もあ
りますので、ご了承願います。
また、同一内容の再掲依頼は
ご遠慮ください。
■ホームページにも掲載されます
　広報紙に掲載された情報は、
紙面をそのままデータ化し、
市ホームページにも掲載され
ることをご了承のうえ、ご活
用ください。
■問い合わせ先
広報広聴課（�２４－６２３７）

〈４月１６１６日～３０日～３０日受付分〉

２２平成１９年５月１５日号　　広報ゆりほんじょう

※６月１５日号に掲載希望の原稿は６月１日
　（金）が締め切りです。

■「パンダくらぶ」会員募集！
　未就園児を対象に、親子一緒に楽しく遊びま
す。お気軽にご参加ください。

▽ところ…清徳幼稚園

▽とき…５月１９日�、６月１６日�　それぞれ午
　　前１０時～

▽持ち物…内ズック（親子とも）、おしぼり

▽申し込み・お問い合わせ…清徳幼稚園・清徳
　　ベビー保育園（�２４－２５０１）
■みんなで楽しもう！Ｈｉｐ　Ｈｏｐダンス
　無料レッスン
　現役クラブダンサーによるストリートダンス
レッスンです。Ｈｉｐ　Ｈｏｐの基礎を中心に、ダン
ス未経験の方にも分かりやすく指導します。

▽とき…５月２０日�　午後３時～４時

▽ところ…ダンスプラザタケウチ（本荘駅前）

▽対象…小学生以上　　 ▽参加料…無料
▽申し込み・お問い合わせ…生駒さん（�０８０－

　　５０９２－３３１５、　ホームページhttp://12hp.jp/?id=
　　cutting&ak=sm=usually）
■「第１１回押花すみれ会押花絵展」のご案内

▽とき…５月２５日�～２８日�　午前１０時～午後
　　４時（２５日は午後１時から、２８日は午後３
　　時まで）　※入場無料

▽ところ…本荘文化会館地下ギャラリー

▽内容…「ふるさとの四季～想い～」をテーマ
　　に製作した会員の押花絵１００点を展示。押し
　　花はがき、しおり作りの無料体験があります。

▽お問い合わせ…斎藤さん（�２３－０７５９）

■育児サークル「新婦人親子リズム会」
　体験会＆会員募集
　親子でリズム遊びを楽しみ、異年齢児がお互
いを表現でき、助け合えるようになれたらいい
なと思っています。

▽とき…５月３１日�　午前１０時３０分～正午

▽ところ…広域交流センター多目的ホール

▽内容…リズム体操、手遊び、絵本

▽持ち物…タオル、飲み物、お皿

▽対象…１歳～就学前までの幼児と保護者
※体験会は無料ですが、月会費１，０００円です。

▽お問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）
■「弓道教室」参加者募集
　体力に合わせた指導を行いますので、女性、高
齢者もお気軽にどうぞ。用具は準備しています。

▽とき…６月６日�～７月１８日�の毎週水曜日
　　午後７時～８時３０分

▽ところ…西目弓道場「無想館」

▽対象…中学生以上の男女

▽会費…１，０００円（巻ワラ矢１本購入代）

▽申し込み・お問い合わせ…５月末日まで、池
　　田さん（�３３－４１３４）
■小林正観さん講演会
　日本で最も講演回数が多く、２年先まで予約
でいっぱいの正観さんの講演会です。

▽とき…６月７日�　午後６時～７時４０分

▽ところ…アクアパル多目的ホール

▽テーマ…「ただしい人からたのしい人へ」～
　　もう一歩奥の人格論～

▽参加費…３，０００円（講演会終了後、二次会があ
　　ります。費用は２，５００円ほど。申し込みは５
　　月３１日�まで）

▽申し込み・お問い合わせ…金子さん（�０９０－
　　３４２０－５０４８、　メールbaba.yuriko0719@docomo.
　　ne.jp）

　石脇の藤本廣義さん
（６９歳）は、子どもた
ちに夢を持って育って
ほしいと、童話を一枚
の水彩画に描いてコ
ピーし、市内の小学校
や保育園などに寄贈し
てくださっています。
　映画館や商店の看板
などを製作していた藤
本さんは一昨年、２５年
ぶりに創作活動を開始。
著名人の肖像画などを
描き、シルバー人材
フェアへの出品や自宅
２階で作品展の開催な
どを行っています。
　　「次は古事記をテー
マに描きたい」と話し、
創作意欲にあふれる藤
本さん。作品展の観賞
をご希望の方は藤本さ
ん（�２２－１５１１)まで。
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作品の説明をする藤本さん

手描きの童話の絵を
小学校などに寄贈　

児童に夢を与える絵の数々

５月１日発行本紙２２�「笑顔」のコーナーで、「 洵 くん（１カ月・同）」とあるの
しゅん

は「 洵 ちゃん（１カ月・同）」の誤りでした。訂正しておわびします。
しゅん訂正・

おわび


